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６月定例会

令和２年　第２回

６月定例会
６月５日～８日

報告３件のほか、条例改正、補正予算など提案された14件全
てを承認・可決しました。また、追加提案された諮問案「人権
擁護委員」の推薦についての３件も同意しました。

報　告
○報告第３号　令和元年度嘉島町一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

○報告第４号　令和元年度嘉島町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告について

○報告第５号　令和元年度嘉島町一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について

議案審議　承認･可決した案件
○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第３号　嘉島町税条例等の一部を改正する条例の制定について

○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第４号　嘉島町国民健康保険税条例等の一部を改正する条例の制定について
　・上記の２件については、地方税法等の一部を改正する法律等が令和２年３月31日に公布

され、４月１日から施行されることに伴い本条例の一部が専決により改正されたもの

○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第５号　嘉島町税条例等の一部を改正する条例の制定について

○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第６号　天災その他特別の事情がある場合、その被害者に対する国民健康保険税の減

免に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・上記の２件については、地方税法等の一部を改正する法律等が令和２年４月30日に成

立・施行され、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策における税制上の措置が講じられ
たことに伴い本条例の一部が専決により改正されたもの

○嘉島町放課後児童クラブ設置条例について
　・児童福祉法の規定に基づく放課後児童健全育成事業を実施する放課後児童クラブを設置

するため本条例を制定するもの

○嘉島町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　・熊本県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部が改正されることに

伴い本条例の一部を改正するもの

○嘉島町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について
　・新型コロナウイルス感染症に関する緊急対応策第２弾及び国民健康保険法の一部が改正

されたことに伴い本条例の一部を改正するもの
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諮問案　適任とされた案件
○諮問案第１号　人権擁護委員候補者の推薦に付き意見を求めることについて
　　　　　　　 　　服部　秀月　氏（下仲間）：再任

○諮問案第２号　人権擁護委員候補者の推薦に付き意見を求めることについて
　　　　　　　 　　牛嶋たけ子　氏（北甘木）：再任

○諮問案第３号　人権擁護委員候補者の推薦に付き意見を求めることについて
　　　　　　　 　　西川　英二　氏（西　村）：再任

令和２年第１回臨時会　（令和２年５月１日開催）
〇専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第２号　令和元年度嘉島町一般会計補正予算（第５号）
・既定の歳入歳出予算の総額から65千円を減額し、歳入歳出予算の総額を60億3,175万9千円
　とするもの

〇令和２年度嘉島町一般会計補正予算（第１号）
・既定の歳入歳出予算の総額に9億7,930万円を追加し、歳入歳出予算の総額を72億5,847万
　1千円とするもの

○嘉島町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
　・介護保険法施行令及び介護保険の国庫負担金の算定等に関する政令の一部が改正された

ことに伴い本条例の一部を改正するもの

○嘉島町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
　・都市公園における公募設置管理制度を導入するため、公園施設設置使用料等を定める必

要があるため本条例の一部を改正するもの

○財産の処分について
　・嘉島町立嘉島幼稚園の民間移譲により同園の建物及び付属する物品を処分するもの

○熊本市及び嘉島町における連携中枢都市圏の形成に係る連携協約の一部変更について
　・熊本市と嘉島町との間における連携協約の一部を変更するもの

○令和２年度嘉島町一般会計補正予算（第２号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に３億7,023万１千円を追加し、歳入歳出予算の総額を76億

2,870万２千円とするもの

○令和２年度　嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に388万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を11億1,006

万３千円とするもの

○令和２年度　嘉島町介護保険特別会計補正予算（第１号）
　・既定の歳入歳出予算の総額に８万円を追加し、歳入歳出予算の総額を８億4,047万２千円と

するもの
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園田　義宣議員

問
学
校
給
食
費
は
学
校
長
が
取
り
ま

と
め
、
指
定
金
融
機
関
に
納
入
す

る
私
会
計
方
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
集
金

に
携
わ
る
保
護
者
か
ら
は
、
指
定
金
融
機

関
に
納
入
す
る
ま
で
に
現
金
を
保
管
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
不
安
や
集
金
作
業
等
の

負
担
が
あ
る
の
で
、
口
座
振
替
の
導
入
を

望
む
声
が
出
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
は
、
学
校
給
食
費
等
の

徴
収
に
関
す
る
公
会
計
等
の
推
進
に
つ
い

て
、
教
員
の
業
務
負
担
の
軽
減
や
保
護
者

の
利
便
性
の
向
上
に
向
け
、
学
校
給
食
費

の
公
会
計
化
を
促
進
す
る
と
共
に
、
保
護

者
か
ら
の
学
校
給
食
費
の
徴
収
・
管
理
業

務
を
地
方
公
共
団
体
が
自
ら
の
業
務
と
し

て
行
う
こ
と
を
促
進
し
て
い
る
。

　
熊
本
市
で
は
、
令
和
２
年
４
月
か
ら
学

校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
移
行
し
た
が

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答 （
学
校
教
育
課
長
）

　
町
の
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
私
会
計
方

式
、
い
わ
ゆ
る
町
の
一
般
会
計
と
は
、
切
り

離
し
て
別
会
計
で
の
会
計
処
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
文
部
科
学
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
学

校
に
お
け
る
業
務
負
担
軽
減
を
求
め
て
い

ま
す
。

　
公
会
計
化
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
課

題
と
し
て
、
給
食
費
徴
収
に
係
る
職
員
の

配
置
、
会
計
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
関

係
例
規
の
整
備
等
が
あ
り
ま
す
。
公
会
計

化
の
郡
内
の
取
組
状
況
と
し
て
は
、
ほ
と

ん
ど
具
体
的
な
計
画
は
な
い
状
況
で
す
。

　
町
の
現
状
と
し
て
、
給
食
費
の
納
付
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
方
々
の
ご
協
力
の

も
と
、
地
区
単
位
で
の
集
金
、
若
し
く
は

個
人
で
上
益
城
農
協
で
の
振
込
に
よ
り
給

食
セ
ン
タ
ー
の
口
座
に
納
付
頂
い
て
お
り

小
中
学
校
で
の
会
計
処
理
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
教
職
員
へ
の
負
担
と
し
て
は
、
最
小

限
に
と
ど
め
て
い
る
と
の
認
識
で
す
。
と

は
言
え
、
集
金
業
務
等
で
保
護
者
の
方
々

へ
負
担
を
お
掛
け
し
て
い
る
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

園田　義宣 議員

▪ 

学
校
給
食
費
の
公
会
計
導
入
計
画
は

▪ 

各
種
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

て
、
住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録

証
明
書
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど

に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か

ら
取
得
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ

ス
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
各
種
行
政
手
続
き
の
た
め
に

は
、
役
場
の
窓
口
に
出
向
く
必
要
が
あ
り

住
民
に
と
っ
て
は
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

行
政
に
と
っ
て
も
、
紙
媒
体
で
提
出

さ
れ
た
書
類
を
シ
ス
テ
ム
に
入
力
す
る
と

い
っ
た
作
業
軽
減
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

推
進
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
窓
口
に
は
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ

ン
が
設
置
し
て
あ
る
が
、
窓
口
で
の
混
雑

を
解
消
し
、
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
る
た
め

に
も
、
手
続
き
が
可
能
な
も
の
に
関
し
て

は
、
申
請
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 （
企
画
情
報
課
長
）

　
国
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
12
月
施
行

の
デ
ジ
タ
ル
手
続
法
に
お
い
て
、
行
政
手

続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
て
、（
１
）
手

続
き
を
情
報
技
術
で
処
理
す
る
「
デ
ジ
タ

ル
フ
ァ
ー
ス
ト
」、（
２
）
同
一
の
情
報
提
供

は
求
め
な
い
「
ワ
ン
ス
オ
ン
リ
ー
」、（
３
）

手
続
き
を
一
度
に
済
ま
す「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」

の
３
つ
を
基
本
原
則
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
が
な
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
行
政
手
続
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て

国
の
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
実
施
の

原
則
化
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
に
策
定
さ
れ
た
電
子
自
治
体

オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
促
進
指
針
で
定
め
ら
れ

た
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
促
進
対
象
21
手
続
の

う
ち
、
本
町
に
お
い
て
は
、
地
方
税
申
告

手
続
き
を
は
じ
め
職
員
採
用
試
験
申
込
や

公
共
施
設
の
利
用
予
約
等
に
つ
い
て
オ
ン

ラ
イ
ン
化
を
実
施
し
て
お
り
、
郡
内
自
治

体
に
お
い
て
も
同
程
度
の
取
り
組
み
状
況

で
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
き
ま
し
て
は

利
便
性
の
向
上
や
行
政
運
営
の
効
率
化
を

実
現
す
る
た
め
に
も
、
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
電
子
証
明
書
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

き
等
に
お
い
て
、
安
全
・
確
実
な
本
人
確

認
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
行
政
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
進
め
て
い
く
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
機
能
を
十

分
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
た
め

今
後
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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▪
子
ど
も
食
堂
に
対
す
る
支
援
は

▪
新
設
「
子
ど
も
係
」
と
は

▪
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
現
状
と
今
後

　
の
計
画
は

問 

子
ど
も
食
堂
は
、
全
国
的
に
広

が
っ
て
お
り
必
要
性
と
支
援
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
熊
本
市
は
、
子
ど
も
に
無
料
ま
た
は
安

価
な
食
事
を
提
供
す
る
子
ど
も
食
堂
の
開

設
や
運
営
な
ど
の
費
用
を
助
成
す
る
制
度

を
新
設
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
町
で
も
子
ど
も
食
堂
に
対
す
る
支
援
を

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答 （
町
民
課
長
）

　
本
町
で
は
、
熊
本
地
震
後
の
平
成
29
年

１
月
よ
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
か
ら

地
域
の
子
ど
も
ま
で
、
誰
も
が
集
え
る
、

地
域
の
安
心
の
場
「
子
ど
も
・
地
域
食
堂
」

と
し
て
毎
月
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
に
は
、
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
や
食
材
等
に
つ
い
て
も
、
町
内
外
の
企

業
、
個
人
等
か
ら
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
る
な

ど
、
活
動
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
よ
り
活
動
に
対
し
支
援
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
活
動
は
子
ど
も
貧

困
対
策
に
資
す
る
一
つ
と
認
識
し
て
お

り
、
取
り
組
み
を
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
、
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の

貧
困
や
食
品
ロ
ス
な
ど
様
々
な
社
会
問

題
、
さ
ら
に
、
防
災
、
防
犯
、
共
助
の
観

点
か
ら
も
改
め
て
地
域
の
絆
を
深
め
、
楽

し
く
食
べ
な
が
ら
支
え
合
お
う
と
い
う
こ

の
活
動
が
、
益
々
広
が
る
事
が
出
来
る
よ

う
検
討
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

問 

こ
れ
ま
で
は
、
子
ど
も
に
関
す
る

業
務
は
児
童
担
当
を
配
置
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
よ
り
「
子
ど

も
係
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
従
来
の
係
か
ら
「
子
ど
も
係
」
は
ど
の

よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

答
（
町
民
課
長
）

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
運

用
拡
大
に
よ
り
、
幼
児
教
育
や
保
育
、
地

域
の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質
の
向

上
を
目
的
と
し
、
本
町
に
お
い
て
も
、
新

た
な
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
策
」
を
順

次
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
昨
年
10
月
よ
り
、
幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
始
ま
り
、
併
せ
て
認
可
保
育
所

の
新
設
、
公
立
幼
稚
園
の
民
営
化
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
関
係
部

局
の
事
務
事
業
を
見
直
し
な
が
ら
、
業
務

窓
口
の
一
元
化
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
「
こ
ど
も
係
」
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
を

持
つ
保
護
者
の
利
便
性
の
向
上
や
運
営
事

業
者
と
の
連
携
を
さ
ら
に
高
め
る
と
共

に
、
本
町
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
さ

ら
な
る
充
実
と
、
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

や
す
い
町
づ
く
り
に
努
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
新
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
は
、

情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図
る
た

め
各
学
校
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
情
報
手

段
を
活
用
す
る
た
め
に
必
要
な
環
境
を
整

え
、
こ
れ
ら
を
適
切
に
活
用
し
た
学
習
活

動
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
配
慮
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
の
現
状
と
今
後
の
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
文

部
科
学
省
か
ら
令
和
元
年
12
月
に
「
児
童

生
徒
向
け
の
一
人
１
台
端
末
と
、
高
速
大

容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に

整
備
し
、
多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取

り
残
す
こ
と
な
く
、
創
造
性
に
富
む
教
育

を
、
全
国
の
学
校
現
場
で
持
続
的
に
実
現

さ
せ
る
構
想
」、
い
わ
ゆ
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
を
立
ち
上
げ
、
各
自
治
体
及

び
教
育
委
員
会
に
積
極
的
な
整
備
を
求
め

て
い
ま
す
。
本
町
は
、
国
の
補
正
予
算
を

活
用
し
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
に
、
小

中
学
校
の
通
信
環
境
整
備
費
を
計
上
し
、

各
学
校
の
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
が
使
用
す
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
、
当
初
は
段
階

的
な
整
備
を
計
画
し
、
今
年
度
は
、
小
学

５
・
６
年
児
童
と
中
学
校
の
全
生
徒
分
の

導
入
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
の
町

政
報
告
や
各
戸
配
付
の
チ
ラ
シ
で
も
あ
り

ま
し
た
よ
う
に
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣

言
を
受
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
令

和
２
年
５
月
１
日
現
在
の
全
児
童
生
徒

に
、
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
適
切
か
つ
安
全
に
使
い
こ
な
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
情
報
活
用
能
力
の
育

成
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

鍋田　　平 議員

5

町政のここが聞きたい一般質問



議員研修会一部事務組合議会報告・主な議会活動

令和２年７月２日、町の主要事業の取組みについて、研修会を行いました。
・学校給食センター建設工事・西小学校増築工事について（学校教育課）
・東部台地土地区画整理事業の進捗状況について（都市計画課）
・保育所の現状について（町民課）
現地視察－おひさまリリー保育園、東部台地土地区画整理事業（ゆうすいの杜）

第35号嘉島町議会だより
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一部事務組合議会報告・主な議会活動

主な議会活動（令和２年４月から６月まで）
月　　日 項　　　　目 場　　所　　等

4 月　３日 広報特別委員会（第34号編集会議） 議員控室

4 月　８日 九州中央自動車道建設促進沿線議会期成会会計監査（副議長） 監査委員室

4 月 10 日 加勢川改修促進期成会会計監査（議長） 正副議長室

4 月 10 日 広報特別委員会（第34号編集会議） 議員控室

4 月 20 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

5 月　１日 令和２年第１回嘉島町議会臨時会・全員協議会 議場・議員控室

5 月 11 日 全員協議会（全議員） 議員控室

5 月 20 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

5 月 22 日 令和２年第１回上益城広域連合議会臨時会（清﨑・増岡） 福祉センター

5 月 26 日 御船地区防犯協会連合会監査（議長） 監査委員室

６月　３日～　８日 令和２年第２回嘉島町議会定例会・全員協議会 議場・議員控室

６月 19 日 例月現金出納検査（春日議選監査委員） 監査委員室

６月 19 日 令和２年第２回上益城消防組合議会臨時会（境野・川野） 消防本部議場

６月 19 日 広報特別委員会（第35号編集会議） 議員控室

６月 30 日 市街化調整区域活性化連絡協議会総会（議長） 益城町役場仮庁舎

上益城広域連合（清㟢議員・増岡議員）
議会報告 令和２年第１回臨時会（令和２年５月22日開催）
１議案が提案され、可決しました。

３議案が提案され、原案のとおり可決しました。

上益城消防組合議会（境野議員・川野議員）
議会報告 令和２年第２回臨時会（令和２年６月19日開催）

・土地の取得について（一般廃棄物処理施設整備事業用地）

・財産の取得について（支援車Ⅲ型）
・財産の取得について（高規格救急自動車）
・令和２年度上益城消防組合一般会計補正予算（第１号）

(同型の支援車Ⅲ型 ) (同型の高規格救急自動車 )

第35号 嘉島町議会だより
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みんなのフォトコーナー

( 元気いっぱいの子どもたち)

みなさんからの写真を募集しています

第35号嘉島町議会だより
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嘉
島
町
議
会
広
報

第
35
号

発
行
・
嘉
島
町
議
会

嘉
島
町
役
場　

議
会
事
務
局
〒
８
６
１-

３
１
９
２

熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町
上
島
５
３
０

☎
０
９
６-

２
３
７-

１
１
１
１

再生紙を使用しています。

先
の
豪
雨
災
害
で
は
、
県

南
・
県
北
で
甚
大
な
被
害
と

多
数
の
死
者
が
出
ま
し
た
。

災
害
前
の
日
常
が
一
日
も
早

く
戻
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大

が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
郡
内
の
全
て
の
小

中
学
校
の
夏
休
み
が
、
８
月

６
日
か
ら
２
週
間
と
通
常
の

３
分
の
１
と
な
り
ま
す
。
授

業
時
間
確
保
の
措
置
と
は
言

え
、
炎
天
下
で
の
通
学
や
授

業
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
早
く
終

息
す
る
こ
と
を
「
ア
マ
ビ
エ

様
」に
お
願
い
し
た
い
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
猛
暑

の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
体

調
・
健
康
管
理
に
心
が
け
、

熱
中
症
等
に
注
意
し
て
過
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

    

（
森
田
）

編
　
集
　
後
　
記

委 

員 

長
　
川
野 

伸
一

副
委
員
長
　
園
田 

義
宣

委
　
　
員
　
森
田 

義
雄

委
　
　
員
　
境
野 

隆
文

委
　
　
員
　
増
岡 

　
司

委
　
　
員
　
満
田 

和
浩

発
行
責
任
者　

　

  

議　
　

長　

清
㟢 

輝
昭

※次の議会は、９月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。
お問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）


